
倫理審査委員会・利益相反審査委員会　議事要旨

開催日時 令和８年６月１５日（月）１６：００～１７：００

出 席 者 白神副院長（委員長）、八十田臨床研究センター長（副委員長）、
安達外部委員、辻外部委員、平石外部委員、藤森外部委員、
和田展開医療研究部長、畑統括診療部長、
瀬田内科系診療部長（欠）、安里外科系診療部長、寒野先進医療部長
永井薬剤部長、八軒看護部長、森管理課長

１．研究倫理

審議結果

１．申請者からの説明が必要な申請課題

（１） ２６－００９

[申請者：太田 恵子　教員]
◉詳細は資料により説明を実施
◉P.6　2）及び3）について、標題が重複しているので修正すること
◉P.13　2）「対象」という記載を対象者や学生に修正する方がよい
◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（２） ２６－０１０

[申請者：北村 拓也　内分泌・代謝内科医師]
◉詳細は資料により説明を実施
◉同意書の署名欄について、代諾者の署名欄を追加すること
◉前向きに実施するときは同意書取得、後ろ向きで実施する際はオプトアウトでよいか
→上記のとおりでよい。

◉原則は上記のとおりでよいが、本件に関しては遺伝情報を取り扱うことから可能な限り
同意を取得することが望ましい。外来受診がある方には説明の上同意取得を行い、
外来受診等が無い方にも電話にて説明を行い可能な限り口頭であっても同意取得を行うこと。
同意取得した際にはカルテに記載をすること。

◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。（ただし、同意取得は上記のとおり対応すること。）

（３） ２６－０１１

[申請者：北村 拓也　内分泌・代謝内科医師]
◉詳細は資料により説明を実施
◉同意書の署名欄について、代諾者の署名欄を追加すること
◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

シミュレーション動画とリフレクションを活用した臨床判断演習の教育効果

褐色細胞腫・パラガングリオーマにおける生殖細胞系列病的バリアントと臨床的特徴に関す
る研究

機能性甲状腺結節における腫瘍切片の体細胞変異解析に関する研究



○　承認とする。

（４） ２６－０１２

[申請者：仲山　暁介　診療放射線技師]
◉詳細は資料により説明を実施
◉オプトアウト文書に拒否できる旨の記載を追記すること
◉オプトアウト文書の内容がわかりづらいので、一般の人でもわかりやすい文章にすること
◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（５） ２６－０１３

[申請者：中村　友寿　薬剤師]
◉詳細は資料により説明を実施
◉審査申請書と研究計画書の対象患者の年数の記載に相違がある
→審査申請書の記載が誤りのため、修正する。

◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（６） ２６－０１４

[申請者：塚原　優太　主任薬剤師]
◉詳細は資料により説明を実施
◉P.96　16項で「以下の関連学会」という記載があるが、学会名の記載がないので、修正する
こと

◉研究計画書に記載の解析方法は適切ではないので、修正すること
◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（７） ２６－０１５

[申請者：三浦　慶子　教員]
◉詳細は資料により説明を実施
◉無記名のアンケート調査であるが、学会発表において倫理審査が必要となるための審査
依頼である。

○　承認とする。

患者QAにおけるPTV等価球径とγパス率の関係に関する研究

血液培養陽性患者フィードバックシートを導入したことによるSAB治療への介入評価

外来での抗真菌薬の使用状況と入院患者での血液からのCandida属の検出状況の関連の調査

助産学生の内診技術の習得における影響要因



【申請者からの説明が不要な申請課題】

（１） ２３－０６８

[申請者：海透 修子　形成外科科長]
◉令和6年2月19日付承認課題(受付番号23-068）の承認事項一部変更。
◉研究実施期間の延長、共同研究者の追加となる。

○　承認とする。

【その他（メール審査申請課題）】

（１） ２１－００５

[申請者：坪内　直也　整形外科医師]
◉迅速審査依頼の申請課題であり、迅速審査で承認済み。

○　承認とする。

【その他（臨床研究実施状況・終了報告書）】

　○ 臨床研究終了報告書　１件

◉特に問題を認めず。

【その他（一括審査、特定臨床研究など）】

　○ 特定・非特定臨床研究 報告事項一覧

一括審査臨床研究 実施許可報告一覧

試料・情報の提供のみ 報告事項一覧

◉特に問題を認めず。

【利益相反自己申告等】

　○ 利益相反自己申告（申請者　日下部　徹）　

◉特に問題を認めず。

　○ 利益相反状況確認報告（申請者　長谷川　浩二　他11名）

◉特に問題を認めず。

多施設後ろ向き研究による脊椎脊髄手術の傾向と推移に関する大規模調査

遊離空腸移植術における阻血時間と合併症の検討


